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（3 日午前）
●講座 1　人と自然、社会、文化の関わり　3 時間

　　　　　講師：松島榮治

---　講師プロフィール　---

　　　　　考古学者　前嬬恋村郷土資料館館長　群馬県文化財保護審議会会長　鎌原村発掘調査など

　　　　　　◎『浅間北麓の歴史と文化（要旨）』

松島イズム健在。特に今年は参加者がホテルグ

リーンプラザ軽井沢のスタッフと浅間高原観光協

会員であったため、浅間北麓を中心としたお話内

容と資料をご用意してくださった。講義内容は以

下の通り。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪事業概要≫

■事 業 名　　インタープリター養成講座 in ホテルグリーンプラザ軽井沢

■日　　程　　平成１９年４月３日～４月５日　午前８時から午後７時　雨天決行

■会　　場　　ホテルグリーンプラザ軽井沢

　　　　　　　（住所：〒 377-1512　群馬県吾妻郡嬬恋村大前細原 2277　TEL 0279-86-4111）

■対　　象　　嬬恋村の自然を愛する 16 歳以上の自然案内・啓蒙活動、野外活動に興味のある健康な男女

■参加人数　　10 名（募集人数 30 名）

■取得資格　　嬬恋村インタープリター・リーダー、CONE リーダー　

■主　　催　　嬬恋村インタープリター会、ホテルグリーンプラザ軽井沢

■協　　賛　　浅間高原観光協会

■協 力　　吾妻広域西部消防署嬬恋分署、ぐんま森林インストラクター会

Ⅰ、はじめに

　1、乏しい歴史意識

　2、僻地史観の裏側

　3、克服したい僻地史観

Ⅱ、私たちの浅間山

　1、火山国日本

　2、浅間山の生い立ち

　3、浅間山の噴火

Ⅲ、天仁元年の噴火

　1、『中右記』の記事

　2、噴火の状況

　3、社会・政治的影響

Ⅳ、浅間山の信仰

　1、従一位浅間大明神

　2、別当延命寺

Ⅴ、天命 3 年の噴火

　1、噴火の推移

　2、噴火による災害

　　①火山弾・火山灰の被害

　　②北麓を襲った “押出し”

　　　・吾妻火砕流の発生

　　　・鎌原土石なだれの発生

　　　・鬼押出しの発生

　　③吾妻川・利根川の洪水

　　④火山灰による異常気象

　　⑤政治・社会的影響

Ⅵ、埋没した鎌原村

　1、村落構造と機能

　　①村落の構造

　　②村落の機能

　2、鎌原村の発掘

　　①観音堂石段の発掘

　　② “十日ノ窪” 埋没家屋の発掘

　　③延命寺の発掘

　　④その他

　3、発掘調査の意義

　4、鎌原村の復興

　　①『耳袋』（根岸鎮衛＜やすも

　　　　り＞著 1814（文化 11））

　　②「浅間山焼荒一件」（長左衛門記） 

　「鎌原村災害復興絵図」（文化 10 年）

Ⅶ、天命 3 年の噴火を現地に探る

　1、観音堂とその周辺

　　①観音堂の石段

　　②浅間押し供養費

　　③延命寺跡と延命寺の碑

　2、奇石・奇岩の “鬼押出し”

　　①鬼押出し

　　②大田蜀山人の碑

　3、プリンスランド内の巨大な岩塊

　4、飢えを救った “引き湯跡”

　　①湯壺跡（鎌原第 1 水源地）

　　②引き湯跡（浅間ハイランド内）

　5、特別天然記念物 “溶岩樹形”

Ⅷ、おわりに
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　　（3 日午後）

●講座 2　自然体験活動の基礎技術（1）　2 時間
　　　　講師：下谷昌幸

---　講師プロフィール　---　

　　　　　元嬬恋高校教師。トヨタ財団第 1 回身近な自然を見つめよう研究コンクール金賞「白根火山」著者 

　　　　　　◎白根火山の話と地元学のすすめ

元嬬恋高校教師であり、草津白根山研究の第一人者である下谷講師は、科学者

ではなく素人の立場で、白根火山とそれを取り巻く全てをこと細かく、ありと

あらゆる調査を行ってきた人物である。「四阿山、吾妻川、浅間高原、産業遺

跡…嬬恋村にあるさまざまな重要な自然遺産・文化遺産がまだ詳しく調査され

ていない。それら手付かずのものをぜひ若い皆さんが掘り下げて調査し、次の

世代へ伝えていってほしい。」と結んだ。

●講座 3　自然体験活動の基礎技術（2）--- 森の見方、考え方　1 時間
●講座 4　プログラムの作り方 ----- 自然体験プログラム　　　　1 時間

　　　　　講師：木村道紘

---　講師プロフィール　---

　　　　　嬬恋村インタープリター会技術担当理事、森林インストラクター、2 級ビオトープ計画管理士、グリー

ン・ツーリズムコーディネーター、NPO 法人浅間山麓国際自然学校評議員、日本エコツーリズム協会

「このガイドさんに会いたい 100 人プロジェクト」の一人 

この２時間はパワーポイントによる室内講義とした。受講者は今後、嬬恋村イ

ンタープリター・リーダーの名の下にエコツアーや自然体験プログラムを行っ

ていく事になるので、《講座２》は当会運営事務局側から、最近の自然保護思

想のトレンドや「新・生物多様性国家戦略」に基づいた「共存」と「循環」の

考え方を紹介。《講座３》では、自然体験プログラムを生むための基本的根底

思想とはなんであるか？の他、グリーン・ツーリズム、自然体験プログラムの

事例や今後会員が関係していくプログラムを紹介した。講義内容は以下の通り。

　　《講座２》　◎火事も自然のうち --- イエローストーン国立公園の事例

　　　　　　　◎植物の上陸～誕生～進化 --- 生き残りの戦略、敵もまた見方

　　　　　　　◎豊かな自然 --- 生き物たちの評価と人間の評価

　　　　　　　◎ビオトープと生物多様性 --- 決め手は多様性ではなく固有性

　　《講座３》　◎なぜ今、自然体験なのか --- 自然体験＝環境教育

　　　　　　　◎森林は文化の根源、自然界の揺らぎ

　　　　　　　◎ネイチャーガイドの基礎技術

　　　　　　　◎自然体験プログラム事例集

　　　　　　　◎グリーン・ツーリズムとは？
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（4 日午前）
●講座 5　対象となる参加者の事を知る　2 時間　
●講座 6　自然体験活動の理念　　　　　1 時間
　　　　　講師：国田裕子

---　講師プロフィール　---　

　　　　　CONE トレーナー　日本ネイチャーゲーム協会公認トレーナー

　　　　　森林インストラクター　　［キミ子方式絵画］講師

本インタープリター養成講座を監修し全責任を引き受けてくださっている CONE トレーナー。国田様がいてこそ

本講座は成り立っている。

野外では「フィールドビンゴ」「私の木」などのネイチャーゲームを紹介した。簡単なゲームから次第により深く

自然を味わい、分かち合うゲームへ発展させていく。--- このネイチャーゲームで見られるフローラーニングの流

れを体験し、インタープリテーションに役立ててほしいと思う。国田トレーナーの講義はとてもやさしく、まさに「教

えるのではなく分かち合う」のお手本となる講義だ。ネイチャーゲームは初めての体験の方もいたようだが、昨日

のお堅い講座とはうって変わった内容に受講者達は戸惑うことなく、ネイチャーゲームを大いに楽しみ、新しいジャ

ンルとの出会いの日となったようだ。

野外でゲーム体験の後、室内で「対象となる参加者の事を知る」「自然体験活動の理念」＝ CONE の理念としくみ

を講義していただいた。

（4 日午後）
●講座 7　自然体験活動の指導法　4 時間
　　　　　講師：笛木京子
---　講師プロフィール　---　

　　　　　 環境省環境カウンセラー、プロジェクトワイルド上級講師、プロジェクト・ラーニング・ツリー上級講師、

環境腹話術師、ネイチャーゲーム指導員、群馬県環境アドバイザー、食生活改善推進員、食育サポー

ター、ぐんま森林インストラクター会会員

笛木講師はネイチャーゲームの他、ＰＬＴやＰＷという環境教育プログラムを主に展開している。（環境腹話術師

という離れ業もやってのける。）本講座では最も長い 4 時間という講義を引き受けてくださった。始めたとたんに

雪が降ってきたが、さすがは自然体験指導者を目指す参加者、誰一人弱音を吐く者はいなかった！（本当）

野外で指導者の悪い見本を示した後、室内でその検証（振り返り）、そしてグループワークとゲーム創作発表への

講義の進め方は環境教育プログラム指導者ならでは。笛木講師のこの「ねらい」への落とし込み方、進め方の上手

さは抜群である。この手法をも自分のものにすることができた参加者は、近い将来講師になる人だろう。
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（5 日午前）
●講座 8　安全対策について（1）　--- 普通救命講習　3 時間
　　　　講師：吾妻広域消防署嬬恋分署 

当会のインタープリター養成講座では、消防署の救急隊員の指導による普通救命

講習を取り入れている。今回の受講者は全員、サービス業従事者なので、実際に

心配蘇生法を行う可能性が高い。受講者はとても真剣に取り組んでいた。DVD を

1 時間見た後、実技に入る。ガイドラインが変わり、肋骨を触って心臓を捜すな

どの行為が省かれていたり、呼吸が止まっているのなら循環のサインの確認より

も直ちに心配蘇生法を行うなどになっていた。AED についても一通り練習した。

●講座 9　安全対策について（2）--- 現場の応急手当術　1 時間
　　　　　講師：小林勝三
---　講師プロフィール　---

　　　　　元海上自衛隊衛生員、 隊員の健康管理、医療に従事。準看護士、あんまマッサージ指圧師、鍼師灸師。 

現在嬬恋村にて浅間治療室を開業

実際、私たちが行っている野外活動においては、心肺蘇生法の実施という最悪の

ケースは少なく、出血、骨折、テーピングなどの、現場の応急手当術が求められる。

小林副会長により本講義が可能となった。講義内容は以下の通り。

　　　　　　　◎もし患者が発生したら　　◎止血法　　◎骨折

　　　　　　　◎実技訓練 --- 副木の使い方、三角巾の使い方、包帯の使い方、テーピングのやり方など

（5 日午後）
●講座 10　自然の理解　3 時間
　　　　講師：田中洋助
---　講師プロフィール　---　

　　　　　林野庁森林管理局指導普及課で長年、一般の方々に森林の大切さをＰＲする仕事を担当。

　　　　　ぐんま森林インストラクター会会長、日本樹木医会群馬県支部事務局長 

最後は森のスペシャリスト・田中講師にしめていただいた。まずは野外に出て全員参加型の準備体操の後、ホテル

グリーンプラザ軽井沢付近の自然観察会を約 1 時間行い、その後室内でパワーポイントによる講義を行った。

 

◎仏教の 3 大聖樹　　◎きのこの話　　◎聞こえますか？木の声が

◎楽しい観察会を行うために

　1. わかりやすい　2. 面白い　3. 新しい発見　4. ふりかえり

◎ゆっくり歩きの５つのポイント

　1. 歩幅を小さく　2. 足音を立てない　3. ベタ足で　4. 二本のレール　5. まず息を吐く

◎不思議な昆虫の世界～小さな生き物たち

　1. サバイバル戦略 --- ツチハンミョウの一生

　2. アリジゴク --- ウスバカゲロウ、　優曇華の花 --- クサカゲロウ

◎森林インストラクターの活動

◎樹木医の活動

　1. マツノマダラカミキリとマツノザイセンチュウ　2. カシノナガキクイムシ

◎終わりに

　１. 自然は壊れやすい　2. 植物と人間の歴史の差　3. 自然の多様性を大切に
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★今回の講座で 10 名が新たに嬬恋村インタープリター・リーダーの資格を取得し、土屋茂次会長から認定証が授

与された。これで当会が認める 21 時間のインタープリター（リーダー）養成講座を受講した人数は 58 名となり、

ＣＯＮＥ登録者は合計 39 名となった。

★今回の講座は 11 月の同講座を受講した定時大介会員が、自社（東京商事㈱）社員と自社が集った者に受講させ

たいと、情熱を持って動いてくれたことによって、実施する運びとなりました。定時会員に深く御礼を申し上

げます。また期間中は東京商事㈱の皆様の多大なご協力ご支援により、スムーズに運営することができました。

重ねて御礼を申し上げます。

《担当者所感》

　当会のインタープリター養成講座はまだ 3 回目であり、今回の受講生は第 3 期生ということになる。くどいよ

うだが開講間もないこの時期に、嬬恋村最大のホテルであるホテルグリーンプラザ軽井沢（東京商事㈱）様が本講

座を社員研修に導入してくださったことは、大変に喜ばしいことであり、私たちの愛する嬬恋村の自然と、その自

然を基軸とした歴史伝統文化を中核としたインタープリターション文化を育んでいこうという思想が、嬬恋村にお

いて確実に根付いてきたのだいうことを強く実感している。そしてこれは同時に、本講座は新たなステージを歩み

始めたということでもある。

　例えば身近な例では三国コカ・コーラが社員に対しネイチャーゲーム・リーダー養成講座（CONE リーダー認定

事業）を受講させるなどして、自社主催で植林事業やネイチャーゲームによる自然啓蒙活動を積極的に行い、地球

環境の保全や社会貢献事業をアピールしている。他には企業が自社の環境対策担当者に ( 財 ) 日本自然保護協会の

自然観察指導員養成講座を受けさせるなどはよくある判例である。

　当会のインタープリター養成講座は、嬬恋村で活躍できるインタープリターを輩出する事業としてスタートした

ものであるが、これからは、当会存続のためだけのリーダーを育成する事はもはや許されない。もちろん、当初か

ら当会のみが繁栄すれば良いとは誰も思っていないが、当会の事業を正当化するための講義や、当会および本講座

を存続させるためだけの講義はもってのほかであろう。（そんな内容の講義はしたことが無いが。）

　かといって企業の CSR（企業の社会的責任）を意識した講座にしようとは思っていない。あくまでも、嬬恋村イ

ンタープリターの名の下に人と自然を近づけようとする人材をこれまで同様に育成していくのである。

　嬬恋村の人口は 2007 年 4 月 7 日現在 10,845 人である。この人口の少ない村では、インタープリターとして活

動したい人材は（残念ながら）間もなく底をつきるであろう。この村での年 1 回の開講は、地域社会にインター

プリテーション文化が根付くスピード、インタープリター希望者を開拓するスピードよりも現在のところ早いのだ。

今回のように企業が誘致し費用をもってくれた場合は別として、今後は本講座は全国から受講生を募集しなくては

継続できなくなるであろう。そして、やがては当会で本講座を研修パックとして商品化するケースも十分ありうる

だろう。それらの時に、本講座のそもそもの位置づけと意味合いを忘れず、丁寧にかつ慎重に対応していかねばと

の気持ちを新たにした。そしてどうしようもなく発展する理由しかない我らが会において、この先いつ、どんな方

が「私がぜひ講師に」と仰っていただけるか、もしくは出てくるのかをとても楽しみにしている。

平成 19 年 4 月 7 日　　嬬恋村インタープリター会　理事　木村道紘


